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ホストタウン交流計画
の一環として、パラオ共
和国研修生がオリンピッ
クに向けて本市とパラオ
との更なる友好交流事業
を企画するため、１９６４
（昭和３９）年東京大会の聖
火リレー走者に当時の様
子などをインタビューし
ました。
この取材に協力してい
ただいたのは、益子忠一

さん（下檜沢在住）。益子さんは、５６年前の１９６４（昭和
３９）年１０月４日、美和村教育委員会（当時）から推薦
され、副走者として水戸市内１．２kmの聖火リレーに参
加されました。
シェナさん：どこを何人で走りましたか？
益子さん：水戸市内で、水戸一商前（現：水戸啓明

高等学校）から千波十文字までの区間です。私は副走
者だったので、正走者が何かあったときに助ける役目
でした。メンバーは、美和村青年会７人のほか水戸市
内高校の生徒たち、合わせて２３人で走りました。
シェナさん：聖火ランナーとして走っているときの

気持ちを教えてください。
益子さん：沿道に子供から大人まで大勢の人が、日

本の手旗を振りながら応援してくれました。とても誇
らしい気持ちで、走り終えたときは、大きな役目を果

たして「ほっ」としたことを記憶しています。
ケネリーさん：新型コロナウイルス感染症の影響で、
東京２０２０大会の聖火リレーは一旦中止となり、大会も
来年に延期となりましたが、東京２０２０大会に向けた思
いなどをお聞かせください。
益子さん：報道を聞いて残念でしたが、世界２００か国
を超える選手や人々が安全・安心に東京に集うことを
願い、みんなが楽しく夢中に、そして盛り上がるオリ
ンピックとなることを期待しています。
ケネリーさん：本市はパラオのホストタウンです。
パラオの選手にメッセージをお願いします。
益子さん：東京２０２０大会では、パラオの選手からメ
ダリストが生まれるよう応援しています。頑張ってく
ださい！

再生紙と植物油インクを
使用しています。

常陸大宮市の人口
（４月１日現在・推定常住者）

総人口 39,512人 世帯数 16,061世帯
（男 19,507人 女 20,005人）
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研修生編

▲熱心にインタビュー
する研修生

▲聖火リレー参加者記念
バッチ（１９６４年）

▲当時着たユニフォーム
を背に話す益子さん


